
令和 4年度 小学校理科指導法研究 

所沢市立若松小学校 大舘 良明 

研究テーマ 

全国学力・学習状況調査から理科の資質・能力を育成するための授業改善を図った実践を

行い、その成果を県下に普及して各小学校における理科の指導の改善に資する。 

 

１ 今年度の指導法研究委員研修会の目標 

  ①理科における資質・能力を育成する指導法を研究する。 

  ②全国学力・学習状況調査を受けて、理科の授業改善を行い、県内にホームページを中

心に発信する。 

 

２ 研究テーマの設定理由について 

  「知識」、「技能」、「分析・解釈」、「構想」、「検討・改善」を枠組みの視点として位置付

けて出題した。小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説理科編では、小学校の理科の

内容の改善において、「小学校、中学校、高等学校の一貫性に十分配慮するとともに、育

成を目指す資質・能力、内容の系統性の確保、国際的な教育の流れなどにも考慮して内容

の改善及び充実を図った」と記されている。そこで、令和 4年度調査において、小学校理

科と中学校理科の調査問題作成の枠組みについては、統一を図った。 

（「令和 4年度全国学力・学習状況調査 解説資料」 一部抜粋） 

 

 そこで、本研究では令和 4 年度全国学力・学習状況調査から「知識・技能」や「思考

力・判断力・表現力」を上記の視点でとらえ直し、どのように授業を改善していけばよい

のかを実践して、その成果を発信していくことにした。 

 

３ 授業改善の視点で実際に授業を行う 

 研究テーマにせまるため、以下の視点で実践を通して検証を試みる。 

 

 

 

 

 

 

＜手立て＞ 

予想の場面で「差異点や共通点」がとらえられるようにすることで、実験の計画ができる

ようにする。また、結果の場面で「差異点や共通点」がとらえられるようにすることで、こ

の実験で分かったことを考察することができるようにする。 

「思考力・判断力・表現力」の【分析・解釈】の視点 

このような資質・能力を高めるために 

児童同士が話し合う中で、比較の考え方を働かせながら、自分や他者の気付きを基に、

「差異点や共通点」をとらえ、新たな問題を見出していくような場面を設定することや、

観察、実験などの方法を具体的に見通そうとすることを価値づけることの重要性について

意識して授業改善すること。 

 



ア 計画する際に、予想の場面で考えたことを可視化することによって、比較の考え方を

働かせやすくするようにする。 

イ 考察する際に、結果として出てきたことを表で整理することによって、比較の考え方

を働かせやすくするようにする。 

 

＜実践単元について＞ 

 第４学年の「物のあたたまり方」での実践 

 具体的な手立てとして 

 ①予想の場面では ICT を使って図で予想させるようにすることで、児童同士が比較の

考え方を働かせやすくするようにした。 

 →今回は、友達の予想を聞いたうえで、自分の予想を考え直す時間を設定した。また、

実験の計画も一人一人が考えて立てられるようにした。ただし、実験の計画はいくつ

かの条件を全体で共有したのちに考えるようにした。 

 ②結果の場面では表を使って各班の結果を示し、比較の考え方を働かせやすくするよ

うにした。 

 →考察の際の視点を「問題の答えが分かったか」「なぜわかったかを結果から考える」

として伝え、意識できるようにした。 

 

４ 実際に児童の姿を見取る 

 （１）抽出児童Ａについて 

＜ICTを使って、図で予想を共有＞ 

 

 

 

 

 



＜予想と検討、計画の場面＞ 

・予想の場面では、前実験との比較も

されている。また、ICTを活用した意 

見交換によって、相手の意見を取り入

れた上で自分の考えを変えないとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の場面では、どうやって温度を測るか、何を使って水を温めるかを検討している。

温度の測り方は示温インクのみだが、温め方はアルコールランプとガスコンロで迷っ

ていた。 

＜考察の場面＞ 

・考察の場面では、自分の班だけの結果で

はなく、表にまとめている。また、問題に

対する答えを意識することができている。

さらに全体の結果を考えながら分かった

ことを記述している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）抽出児童 B について 

＜予想と検討、計画の場面＞ 

・予想の場面では前実験との比

較もされている。また、その理由

も生活経験に基づいたものが記

述されている。ICT を活用した

意見交換によって、相手の「水も

金属のように見えるし触れる」

という意見を取り入れた上で自

分の考えに付け加えをしている

記述がみられる。 

 

 

 

・計画の場面では、どうやって温度を測

るか、何を使って水を温めるかを検討し

ている。温度の測り方は示温インクのみ

だが、温め方はアルコールランプとガス

コンロで迷っていたがアルコールラン

プで十分なのではないかと検討してい

た。 

 

 

 

 

＜考察の場面＞ 

・考察の場面では、自分の班だけの結果ではなく、

表にまとめている。また、問題に対する答えを意識

することができている。また、なぜその答えに至っ

たかの理由を結果から考えている記述をしている。 

 

 

 

 

 

 



（３）抽出児童 C について 

＜予想と検討、計画の場面＞ 

・予想の場面では前実験との比較

もされている。理由の明記はされて

いないが、ICTを活用した意見交換

によって、相手の意見を取り入れた

上で自分の考えを変えている記述

がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の場面では、どうやって温度を測るか、何を

使って水を温めるかを検討している。温度の測り方

は示温インクと示温テープで検討していた。温め方

はアルコールランプとガスコンロで迷っていた。ど

ちらも根拠を示すことは難しかった。 

 

 

 

＜考察の場面＞ 

 

考察の場面では、結果を踏まえた上で考えたこ

とが書かれている。また、問題の答えを意識し

ての記述がみられる。 

 



５ 成果と課題を分析する 

 ＜成果＞ 

 ・表を使って整理することで、比較の考

え方を働かせながら考えることでで

きるようになってきた児童が多い。 

 ・ICTを活用することで、友達の考えと

比較しながら自分の考えを再検討す

ることができた。 

 

 

 

 

 

・計画の場面で、予想を具体的に比較

することで、問題意識をもつように

なり、考えられるようになってきて

いる。 

・考察の場面では、問題に対する答え

を意識する児童が多くなった。 

 ＜課題＞ 

 ・計画の場面で、どのような児童の姿

が見ることができればよかったのか

があいまいだった。より明確に児童

の姿を考えていく必要がある。 

 ・考察の場面では、考察の根拠を結果から考えることができる児童が６０％程度だった。

実際の児童の考察を見ると結果から考えているようにみえるが、「自分で意識できて

いる」というような自覚がもてるようにしたい。 

  


